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は じめ に

医療機関の会言十制度改定の動きが進んでい る． 具 体

的 に は，
２００４ 年 ４ 月 か ら

，
病 院 会言十準 則 が 改 定 ・ 適

用 さ れ る．
ま た
，
医療 法 人 会 計 基 準 の 制 定 も 予定 さ れ

て い る．
い ま 何 故 会言十な の だ ろ う か と 疑 間 に 思う 方 も

多 い だ ろ う．
こ の 問 い に い く っ か ヒ ン ト を 与 え た い．

私の知る限り， 病 院経営を財務会計的な側 面から見

る と
，
そ の 実 態 はき わ めて 脆 弱 で あ る

．
し か し， そ の

脆弱さの程度 は特定の 病院単位で認知されていたもの

の， 全 体 が どの よ う にな っ て い る の か， そ の 実 態 が 明

らか に な っ て いな かっ た．
これ ま で の 官 主 導， 護 送 船

団方式の 中で はこれに疑間を呈する必然性がなかった

と も言 え る
．
一 方， 日 本 経 済の 低 迷 か ら国， 地 方 を 間

わ ず財 政 難 に 陥っ て い る．
必然 的 に こ れ は 医 療 費 財 源

に も及 ん で い る． 自 治 体病 院 がこ ぞ っ て 病 院 改 革
を す

す めて い る の は 経 済 的 理 由 を 優先 して の こ と で あ る．

ま た政 府 が 進 め て い る 医 療 改革 は， 医 療 の 効 率 性， 医

療 の信 頼 性， 医 療 の 保 障 性 を 目標 と して い る も の の，

本 質的 に は 経 済 改 革 で あ る． す な わ ち， 財 務 会 計 を 適

切 な制度 にする目的は， 医療機関の経営実態を正確に

把 握 し， 医 療 費 財 源 を 適 正 に 配 分す る こ と に よ り， 医

療 効 率 を 高 め る こ と で あ る
．
わ れわ れ は好 む と 好 ま ざ

る と に か か わ ら ず， 経 済 の 影 響 を 受 ける．
今 日 の 社 会

に お い て は 経 済 が す べ て の 変 化 の 起点 にな る の で あ る．

つまり， 会計制度改定は社会からの要詰と捉えるべき

で あ る
．

こ れ は マク ロ 的 な 背 景 の 解 釈 で あ る が， 個 々 の 医 療

機 関 を 考 え た 場 合 どの よ う に解 釈 す べ き で あ ろ う か
．

会計制度改定とあるので事務長や経理部長の仕事と考

え が ち だ が， 損 益言十算 に大 きな 影響 を 与 え， ま た 情 報

公開の流れと も関係 して， 長期 的に医療経営に大きな

影 響 を 与 え る、 ま た， 「病 院」 と あ る の で 診 療 所 に は

関係がない と考え がち だが， 医療機関全体 に対する社

会 からの評価 が急 激に変わりっっあること に注目する

必 要 があ る． っ ま り， 事 務 ・ 経 理 の 間
題 で はな く， 経

営 管理 者 の 課題 と 捉 え る べ き で あ る．

今回の会計制 度改定はまさに医療機関の積極白勺な情

報公開を目指すものであるが， 透析医療機関は患者の

慢性化などによってほかの医療機関に比して情報公開

の 姿 勢 が 消 極 的 で あ る と の 声 が 聞 か れ る．
今 後， 不 透

明 で あ れ ば あ る ほ ど 杜 会 の 要 請 と 乖 離 す る だ け で なく，

制度的な罰則も強化されよう． その点では透析医療機

関こそが， 社会の流れへの注 目と積極的な対応が必要

と な る
．

病院会計準則改定な どのあ らま し

１） 改定される制度と 適用 対象

現 状 で は次 の よ う に予 定 さ れ て い る．

① 病院会計準則の 改定は， 施設として の病院 （個

人 ・ 法 人） に 適 用 さ れ る も の で， ２００４ 年 ４月 か

らの 適 用 が 予 定 さ れ て い る．

② 医療法人 会計 基準の新設は， 経営主体としての

医 療 法 人 に 適 用 さ れ る も の で， ２００４ 年 ４月 か ら

の 適 用 を 目 指 す も の の，
１ 年 程 度 延 期 に な る 可 能

性 が あ る．
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③ 上言己か ら， 個 人経営の診 療所にはいずれの制度

も適用されない が， ほかの医療機関が医療法人会

言十基 準 を 遵 守 し て い る 中 で， あえ て
適 用 さ れ な い

こと に 甘 え る の で は， 経 営 管 理 の点
か ら は 大 き な

問題 を 抱え る こ と と な る
．

２） 経過措置な どと強制力

① 経過措置と適用 除外

適 用 に 当 た っ て は， 小 規模 の 施 設 ・
法 人を 中 心 と し

て経過措置や適用 除外 が発生する可能性がある． しか

し， 後
述 す る 社 会 全 体 の 情 報 公 開の 流 れ や， 組 織 の 活

性 化 の視 点 か ら， 適用 除 外 に 甘え る
こ と なく 積 極 的 に

取 り 組 む 姿 勢 が 重 要 と な ろ う．

② 強制力

医療法人会計基準は強制力を持っが， 病院会計準則

は 「準則」 で あ り 強 制 力 を 持 た な い．
しか し， 各 種 補

助金申請に対する審査項目と して病院会計準則の適用

が 加 わ る 可 能 性 が あ り，
そ の 点 で は 実 質 的に は強 制 力

を 持 っ と 考 え る べ き で あ る．

２ 病院会計準則改定 の背景

１） 病院会計 準則 改定と医療法人会計基準制定の

検討の 流れ

現状の病院会計準則は昭和４０年１０月に制定され，

昭和５８年 に全面 的改正が 行われたが， 必ず しも多数

の 病 院 が 適用 した と はい え な い 状 況 であ っ た． そ
の 後
，

一方においては一般企業や杜会福祉法人な どの会計基

準の改定充実が進め られ， 他方においては医療施設の

類 型 化， 介 護 保 険 制 度 の創 設， 医療 サ ー
ビス に係 わ る

構造変化な ど， 病院 を取り 巻く経営環境は著しく変 化

し て い る
．

また， 一つの 医療 法人が病院以外の事業を営む事例

が増加し， 「施設と しての病 院」 に加えて
「経営 主体

と して の 医療 法 人」 の 会 計 が 重 要 とな っ た こ と が， 医

療法人会計基 準の制定を求めたことは自然の流れであ

ろ う
．

こ の よ う な 状 況 を 受 け て， ２００２ 年 ６月 公 表 の 四 病

院団体協議会病院会計準則研究委員会による 「病 院会

計準則等の見直 しに関 して （中 間報告）」 の 検討成 果，

「これからの医業経営のあり方に関する検討会」（座長：

田 中滋 慶魔義塾 大学大 学院経営管理研究 科教授）， な

らびに日本公認会計士協会非営利 法人委員会医療法人

専 門部会に よる検 討成果 を踏まえ て， ２００３年９月 公

表の 「病院会言十準則及び医療法人会計基準の必要性 に

関す る研究班」 （主任研 究者会田一雄慶鷹 義塾大学 教

授） に よ る 研 究 報 告 に よ っ て， 改 定 の 方 向性 が示 さ れ

て い る
．

これらの動きを見ると， 今回の病院会計準則の改定

と 医療法人会 計基準の制定 は， 一 時的な思い付きなど

に よ る も の で はな く，
ま さ に 時代 の 流 れ を 反 映 し て 長

期 的に取り 組んだ結果であり， 経 営者と してもその趣

旨 を 考 慮 し て の 前 向 き の 対 応 が求 め られ て い る．

２） 病院会計準則改定・医療法人会言十基準制定 と

情報公開の関係

最近に至り， 医療以外の側面では， 社会福 祉
法人会

計基準の制定， 公益法人会計基準 （案） の公表， 非
営

利組織会計制度の見直 し， 独立行政法人会計基準， 国

立大学法人会言十基準な どで公的部門に対 して新たな会

計 基準 が策 定さ れ， 財務 情 報 の 透 明 性
が 高 ま っ て い る．

ま た
，
一 般 企 業 にっ いて も， 企 業会 計 原 則

の 二 度 に

わ た る 改 正，
さ ら に は 連 結 財 務 諸 表制 度，

金 融 商 品 に

係 る 会 計 基 準， 退 職 給 付 に 係 る 会 計 基準 等に
よ り，

こ

こでも債権者に対する情報提供をはじめとして 客観性

の あ る 財 務 情 報 が 公 開 さ れ る 方 向 を た ど っ てき た．

こ の よ う な 環 境 変 化 を 受 け て， 国 民 に 信
頼さ れ る 医

業経営の担い手と して， 効率的で透明な医業経営を確

立 す る た め に は， 病 院会 計 準 則 の
適 用 を 推 進 し，

病 院

開設 主体 問の経営数値の 比較可能 性を確保 して， 病院

経営の効 率性と透明性を高めることが必要との考え が

強 ま っ て き た．

こ の よ う な 流 れ を 見 る と， 単 に
会 計 制 度の 改定 で は

な く
，
「会 計 処 理 を 適 正 か っ 共 通 な もの と す る」 こ と

を 経 由 し て， 「医 療 経 営 の 実 情
を
， 財
務 情 報 を 含 め て

杜会に公開する」 流れの一端を目指 していることがわ

か る
．
もち ろん 現 在 直 ち に財 務 諸 表 を公 開 す る こ と に

はな らな い．
し か し， た とえ ば 数 年 前 に

は 「カ ル テ を

開 示 す べ き か 否 か」 を 議 論 して い た の が，
現 在 で は

「開 示 は当 然
，
具 体 的 に どう す る か」 に 議 論 が 移 っ て

いる社会価値観の変化を考えれば， 財務諸表の 公開が

常 識 と な る 可 能 性 は 高 い と 考 え る べ き で あ ろ う．
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３ 病院会計準則改定の具体 的な内容と

病院経営への影響

日 本 透 析 医 会雑 誌

１） 病院の財務諸表体系

今 回 の 改 定 で は， 作 成 す べき 財 務 諸 表 の 種 類 と し て，

貸 借 対 照 表 ・ 損 益 計 算 書 に キ ャ ッ シュ フ ロ ー 計 算 書 を

追 加 し
， ま た 利 益 処 分 計 算 書 を 除外 した． こ の ほ か に

病院会計準則の改正が行わ れる 際には， 施設会計基準

として椙互に密接な関係を持っ介護老人保健施設会計・

経理準則， 指定老人訪間看護の事業および指定訪問看

護の事業の会計・経理準則の改正 も必要と考え られて

い る
．

財 務 諸 表 の 種 類 と して， 貸 借 対 照 表 ・ 損 益言十算 書 ・

キ ャ ッ シュ フ ロ ー 計 算 書 が 言 わ れ て い る が， 実 は 現 状

の病 院会言十準則と比べると， 貸借対照表が損益計算書

の前 に 出 て き て い る． こ れ は偶 然 で は な く 「貸 借 対 照

表 を 重 視 す る 時 代」 と の 考 え に よ っ て い る よ う だ．
こ

の 考 え は， 医 療 収 益 の 増 加 が 期 待 で き な い 環 境 に あ っ

て は， 損 益言十算書よりも貸借対照表に表現されている

財 務 構 造 が 大 き な 問 題 と な っ て い る こ と を 示 し て い る

の だ ろ う． つ
ま り 一 度 過 剰 借 入 に 陥 る と， 借 入 返 済 資

金 は税引き後 の資金に依存するので返済負担がきわめ

て 大 き く な る こ と と な る た め に， 経 営 再 建 を す る こ と

はき わ め て 困 難 で あ る こ と に 対 す る 問 題 提 起 で あ り，

示 唆 に 富 む もの と い え る だ ろ う．

① 貸借対照表

現状に比 して大き な変更はないが， 科目が細分化さ

れ て い る こ と が 目 を引 く． た
と え ば， 長 期 貸 付 金 は，

長期貸付金・役員従 業員長期貸付金・他会計長期 貸付

金 に 細 分 さ れ る よ う にな っ た． こ の こ
と は， 公 私 混 同

的 な 資 金 の 流 れ が 明 瞭 に な る こ と と な る． た とえ ば，

理事長個人に医療法人 から貸付金があればそ の実態が

表面化 し， まさに経 営の 透明性が実現さ れて しまうこ

と と な る
．

② 損益計算書

現状に比して大きな変更 はないが， 医業費用 に中区

分 が設 け ら れ た 点 が 目 立 っ． っ ま り， 大 項 目 と して の

医 業費 用 の 下 に， 給 与 費 ・ 材 料費 ・委 託 費 ・ 設備 関係

費 ・ 研 究 研 修 費 ・ 経 費 ・ 雑 費 の 中 区分 を 設 けて い る．

ま た
，
委 託 費 の 内 訳 と して， 検 査 委 託 費 ・ 給 食 委 託

ＶｏＩ１１９ Ｎｏ．１ ２００４

費 ・ 寝 具 委 託費 ・ 医事 委 託 費 ・ 清 掃 委 託費 ・ 保 守 委 託

費 ・ そ の 他 の委 託 費 と して 細 分 化 す る こと と な り， 経

営 実 態 が 一層 明 確 と な る
．

こ の 結 果
，
費 用 の 集 計 が 経 営 管 理 に その ま ま 活 用 で

き る 形 式 と なっ て い る 点 で は，
経 営 者 にと っ て も外 部

関 係 者 に と って も優 れ た も の と な っ て いる． 当 然 な が

ら， こ のメ リッ トを 活 用 して 経 営 管 理 の向 上 を 果 た す

こ と が 望ま しい．
逆 に，

ほ か の 医 療 法 人の 経 営 幹 部 が

自己財務分析に十分に活用 し， 自院が活用を怠るので

あれば， 経営管理面での立ち遅 れの原因と もなりかね

な い こ と と な る．

③ キ ャ ッ シュ フ ロ ー言十算 書

Ａ、 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 計 算 書 の 意 義

キ ャ ッ シュ フ ロ ー 計 算 書 は， 今 回 の 改定 の 主 要 点 の

一 っ で あ る．
キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 言十 算 書 は， ほ

か の 産 業

で も 広く 作 成さ れて い る が， そ の 理
由 は次 の ２ 点 で あ

る
．

第一に， 損益計算書が示す利 益は一部が未収金とな

っ て い る た め に 「勘 定 あ っ て 銭 足 ら ず」 に 象徴 さ れ る

黒 字 倒 産 を 招く こ と が あ る こ と で あ る．
し た がっ て，

現 金 残 高 を 管理 す る た め に は， キ ャ ッ シュ フロ ー 計 算

書 に よ っ て 管理 す る こ と が わ か り や す い た めで あ る．

第 二 に， 損益 計 算 書 は 粉 飾さ れ る 例 が 散 見さ れる こ

と だ． っ ま り， 売 上 や 経 費 を 粉 飾 す る こ と によ っ て 利

益 操 作 を する こ と を 防 ぐた め の 方 法 と し て キ ャッ シュ

フ ロ ー 計 算 書が 有 効 で あ る た め で あ る． キ ャッ シュ フ

ロ ー言十算 書 を 要 約 す れ ば 「前 期 末 の キ ャッ シ ュ 残 高」

十 「当 期 の キ ャ ッ シュ 増 加 額」 一 「当 期 の キ ャ ッ シ ュ

減 少 額」 ＝ 「当 期 末 の キ ャ ッ シュ 残 高」 と な る が， こ

の うち の 「前期 末 の キ ャ ッ シュ 残 高」 と 「当 期 末 の キ

ャ ッ シュ 残 高」 は 操 作 が で き な い た め に， 粉 飾 の な い

信 頼 で きる 財 務 諸 表 と な る た め で あ る．

な お， こ こ で の キ ャ ッ シ ュ と は， 現
金 お よ び 要 求 払

預金並 びに現金同等物とさ れて おり， いずれも残高証

明 な ど で確 認 で き る も の で あ る．

Ｂ． キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
計 算 書 の 区 分

キ ャ ッ シュ フ ロ ー 計 算 書 に は，
「業 務 活動 に よ る キ

ャ ッ シ ュ フ ロ ー」，
「投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 」

お よ び 「財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー」 の 区分 を

設 ける． この 点 が， 資 金 繰 り 表 と の 違 い とな っ て い る．

Ｃ． キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 計 算 書 の 表 示 方 法




